
令和７年度取り組み目標の変更一覧

目標 目標

安全で信頼される医療の提供（医療の質の向上）

救命救急センターの充実

脳卒中センターの充実

年40件以上

年75件以上

年60件以上 年90件以上 上方修正

目標変更理由

地域がん診療連携拠点病院の充実

緩和ケアセンターの充実

年60件以上 年40件以上 下方修正

目標変更理由

ゲノム医療の推進

年30例以上 年120例以上 指標変更

目標変更理由

年12件以上 年20件以上 上方修正

目標変更理由

災害拠点病院の充実

災害時における体制の整備

実施 年1回 指標変更

目標変更理由

患者サービスの向上

広報の充実

年6回以上 年12回以上 上方修正

目標変更理由

良質なチーム医療

チーム医療の充実

年85件以上 年80件以上 下方修正

年30件以上 年25件以上 下方修正

目標変更理由

急性期リハビリテーションの充実

年100,000

単位以上

年95,000

単位以上
下方修正

年600件以上 指標追加

目標変更理由

クリニカルパスの整備

年255件以上 年250件以上 下方修正

60％以上

1人

目標変更理由

安定した病院経営

収入の確保

その他の収入確保策

年2,653件 年2,750件以上 上方修正

年775件以上

目標変更理由

支出の削減

職員給与費比率の適正化

53.3％以下 55.０％以下 下方修正

目標変更理由

働きやすい職場づくり

年1回

2.39％以上
2.8％（法定雇

用率）以上
目標変更

年1回

前年度より増加 1部署以上 目標変更

目標変更理由

10 脳梗塞超急

性期治療の

充実

rt-PA静注療法　　　　　　 R7当初と同じ

血栓回収療法 R7当初と同じ

脳卒中相談窓口の対応件数　 R7当初と同じ

令和6年度の実績をふまえ、脳卒中相談窓口の対応件数を上方修正した。

16 緩和ケア外来

の充実
緩和ケア診療加算算定件数 R7当初と同じ

令和6年度の目標が達成できない見込みのため

18 がんゲノム医

療連携病院

の充実

がん遺伝子パネル検査出検 R7当初と同じ

実績が伸びたため

17 遺伝カウンセリ

ング外来の充

実

遺伝カウンセリング BRCA遺伝学的検査

遺伝検査が必要な患者が増え、検査の段階で遺伝カウンセリングに回すのが現実的ではなくなってきたため（陽性時には必ず受診させて

いる）

30 業務継続計

画（災害

BCP）等の見

直し

新病院における災害BCPを検討する 防災委員会にて災害ＢＣＰの見直しを行う

新病院の開院が延期となったため令和6年度と同様の目標とする

35 地域住民向

け医療講座の

充実

地域住民向け医療講座 R7当初と同じ

令和6年度より開催方法を見直した結果月に1回開催することとしたため

38 骨粗鬆症リエ

ゾンチームの

充実

骨粗鬆症リエゾンチームの介入患者（入院） R7当初と同じ

骨粗鬆症リエゾンチームの介入患者（外来） R7当初と同じ

入院患者の減少に伴い対象患者が減ったこと、外来患者への介入が不十分だったため今年度は目標未達成と思われ、来年度も今年度

と同じ目標とする。

44 疾患別リハビリ

テーションの推

進

疾患別リハビリテーション単位数 R7当初と同じ

ICU早期離床介入件数

・ICUの早期離床介入を拡大(早期離床リハビリテーション加算、算定はICU）し超急性期に対応するため新規目標を追加する。

・そのため疾患別リハビリテーションの単位数目標を下方修正する。

45 効率の良い医

療を提供する

ためのクリニカ

ルパスの整

備、パス認定

士の育成

見直すパス・新規パス合計件数 R7当初と同じ

パス使用割合 R7当初と同じ

パス認定士の資格の新規取得

（令和7年度までに1人）
R7当初と同じ

令和6年度の目標が未達成予測のため、令和6年度と同じ目標とする

55 緊急手術の

積極的な受け

入れ

全身麻酔件数 R7当初と同じ

緊急手術件数（全身麻酔件数のうち） R7当初と同じ

実績に基づき上方修正した

64 職員の定数

管理
修正医業収益に占める職員給与費の比率 R7当初と同じ

人件費のベースアップに伴い、比率が大きくなってしまったため

R7当初と同じ

（看護局）

変則労働時間制に基づいた勤務シフト導入部署
R7当初と同じ

・雇用率は既に目標達成済みのため変更した

・変則労働時間制勤務シフトについて令和６年度の導入が見込めないため、目標変更した

71 多様な働き方

を可能とする

職場環境づく

り

（出産・子育て世代）

休暇に関する制度周知説明会
R7当初と同じ

（障害者雇用）

雇用率
R7当初と同じ

（プラチナ世代）

定年引上げに関する制度周知説明会

変更事由
指標

当初 変更後
大 取り組みNo.小中

指標
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令和７年度取り組み目標の変更一覧

目標 目標
変更事由

指標

当初 変更後
大 取り組みNo.小中

指標

専門性の高い人材の確保

1名

維持

維持

1名 1名 指標変更

目標変更理由

各2名

2名

実施 指標削除

実施

目標変更理由

デジタル化への対応

ＩＴを活用した患者の利便性向上

50％以上 30％以上 指標変更

目標変更理由

月105件以上 月90件以上 下方修正

目標変更理由

施設・設備及び医療機器等の計画的な整備

システムの計画的な整備

更新 更新 指標変更

更新

更新

更新

更新 指標削除

更新

更新 指標追加

目標変更理由

教育・研究等の充実

臨床研修病院の充実

専攻医の育成

増加 増加 指標変更

目標変更理由

新病院に向けた取り組み

建替事業の推進

設計・工事の着実な遂行

進捗管理 発注 指標変更

着工 指標追加

進捗管理 指標追加

目標変更理由

医療機器等の計画的な整備

選定 修正 指標変更

選定 指標削除

目標変更理由

建替事業の情報発信

事業の目的や計画等の発信、周知

月1回程度 半期に1回程度 指標変更

実施 指標追加

作成・公開 指標追加

目標変更理由

91 専門研修プロ

グラムの充実
専攻医採用者　前年度より増加 募集が必要な部署における専攻医採用者

新病院開院延期をふまえ、人件費等も考慮して指標を変更した

73 救急・手術

部・ICUの人

材確保・適正

配置

手術介助ができるICU、ICU勤務可能な手術室

看護師　増加
R7当初と同じ

救急外来・救急病棟両部署勤務可能看護師　増

加

72 感染制御室

の人材確保
感染症専門医（成人対象）確保 R7当初と同じ

専従看護師（ICN）　2名体制 R7当初と同じ

専従薬剤師　1名体制

R7当初と同じ

ACUに専任薬剤師を配置し病棟薬剤実施加算

算定開始

薬剤師による日曜予定入院持参薬鑑定の実施 R7当初と同じ

薬剤師の人材確保が見込めないため

R7当初と同じ

事務員（常駐・週5日勤務）確保 事務員（常駐・週5日勤務）維持

事務員を週5日確保できたため目標変更

75 インターネット

予約システム

等の検討

Web予約件数 R7当初と同じ

制度導入後、予約成立件数が月100件を超えることがなく、現状の目標設定は実態に合っていないため。

74 オンライン資格

確認の利用

促進

他院情報の利用率 マイナ保険証の利用率

紙の保険証廃止により、ほぼ全員がマイナ保険証へ移行すると思われていたが、現状は資格確認書とマイナ保険証の併存状態となり、マ

イナ保険証の利用率を上げないことには他院情報を利用できないため、マイナ保険証利用率向上に目標を変更した。

・放射線関係は一括更新を行うことで、費用を抑える。

・電子カルテネットワーク認証サーバ の更新とWindows10のサポート終了に伴いWindows11にアップグレードできない端末の更新が必

要。

・公営企業会計システムは、市役所のシステムに相乗りしているため、当院での更新は不要。

R7当初と同じ

公営企業会計システム

乳房画像管理システム R7当初と同じ

電子カルテネットワーク認証サーバ、インターネット

端末（Windows10)

80 計画的なシス

テムの更新・

導入
放射線画像管理システム(SYNAPSE)

放射線画像管理システム(SYNAPSE)、ポータ

ブルディスクシステム（PD-S)、３D画像解析シ

ステム（VINCENT)、医療画像院外参照システ

ム(SYNAPSE ZERO)

検体検査システム R7当初と同じ

細菌検査システム R7当初と同じ

輸血管理システム

92 スケジュール通

りに設計完

了、工事発

注、工事着

手、工事完了

建設工事進捗管理 建設工事発注

建設工事着工

建設工事進捗管理

令和6年9月17日付で船橋市立医療センター等建替工事一般競争入札が中止になったため。

93 医療機器等

整備計画作

成、それに基

づく計画的な

調達

高額・大型医療機器選定 医療機器等調達計画の修正

その他医療機器・什器備品選定

工事入札中止に伴い移転時期が変更となるため。

96 新病院建設

Newsの発

行、新病院出

前講座の実

施

新病院建設Newsの作成、公開
（工事着工まで）

新病院建設Newsの作成、公開、配布、配架

（工事着工まで）

新病院出前講座の実施

（工事着工後）

新病院建設News（主に工事の進捗状況）の

作成、公開

工事着工までは、新病院出前講座を実施する予定のため追記。

また、新病院建設Newsは、ある程度周知が図られていることや事業の進捗を考慮し、発行回数を少なくした。
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